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　前号の「しろうや！広島城」で、幕末にただ一度だけ行われた祭、「砂持加勢」を再現するお
知らせをしましたが、今回は江戸時代の砂持加勢の様子について、ちょっとだけ見てみましょう。
この祭では各町単位で山車を作り、仮装をして踊りながら練り歩いたのですが、この様子は当時
作成された「広島本川川ざらへ　町中砂持加勢図」という瓦版を見ると良く分かります。
　この瓦版では、各町の出し物は、お囃

は や し

子・お囃子を乗せた屋台・山車・仮装をした人々などで
構成されており、それらはあるテーマに沿って作られています。そのテーマは現代の人にはピン
と来なくても、当時の人々には常識だった題材が用いられています。ここでは、そのうち二つを
紹介します。

資料はいずれも 「広島本川川ざらへ町中砂持加勢図 ｣ （広島市立中央図書館蔵）

　幻の祭り「砂
すなもちかせい

持加勢」って

　この絵は、白神二丁目
の出し物の一部分で、お
囃子を乗せた屋台の周り
にコウモリに仮装した人
々がいます。なんで、こ
んな不気味な動物に！と
思うかもしれませんね。
実は江戸時代には、コウモリは縁起のよい動物
だと思われていたのです。なぜなら、蝙蝠（コ
ウモリ）の「蝠」の音がフクで、「福」と同じ
だから！　江戸時代の縁起物の絵などをみる
と、コウモリが描かれていることがありますよ。

　

　②　この絵は鉄砲屋町の出し物の様子です。船
に大きなフグの作り物を乗せた山車に、船頭
の仮装をした人々がいます。でも、何故鉄砲
屋町でフグなのでしょう？？
　フグには毒があることは良く知られていま
すね。江戸時代、多くの人がフグの毒に当たっ
て命を落としていました。やがて「もし当た
れば必ず死ぬ」ということから、フグは「鉄砲」
とも呼ばれるようになったのです。だから鉄
砲屋町がテーマに選んだわけですね。そんな
怖いフグですが、実は「福」に通じるという
ことから縁起物ともされていました。絵をよ
く見ると、このフグにはやはり縁起物の当た
り矢が添えられています。鉄砲に矢というの
も、おそらく洒落ているのでしょう。　

　①

　城下町こぼれ話

広島城天守閣再建５０周年記念事業

☆砂持加勢まつりを 10 月 4日（土）に開催

　江戸時代、広島城下町では、町名に関係す
る題材、歌

か ぶ き

舞伎や浄
じ ょ う る り

瑠璃の演目、洒落を使っ
て、みんな思い思いの山車を作りました。平
成の砂持加勢にはどのような山車や仮装が出
てくるでしょうか。乞うご期待です。（本田）

☆企画展「城下の祭り～砂持加勢」
９月１３日 ( 土）～１０月２６日 ( 日）

し、江戸時代のまつりを再現します。



　ある年の５月、広島城の城主福島正則は、

家臣に次のような手紙を差し出しました。

　ひろしま歴史の小耳　17

広島城の石垣を破壊せよ！
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本丸上段東面斜面で見つかったこぶし大の石
（広島市文化財団文化財課写真提供）

臣の反対意見もあり、秀忠は条件付きで許す

こととしました。しかし、福島氏側は諸条件

を十分実行せず、結局改易となりました。

　この条件の中に、広島城を破壊するという

ものがありました。先に紹介した手紙は、当

時江戸にいた正則が、幕府から示された条件

を実行するよう、広島の家臣に指示したもの

だったのです。

　幕府が条件として示した、広島城の破壊の

対象は、「新しく工事した分の石垣・矢倉を残

らず」、あるいは「本丸以外の、二の丸・三の丸・

外郭すべて」と、残された史料によって表現

が異なっていますが、正則の手紙の内容や、

幕府が諸大名に「本丸ばかり壁を取り、少し

土をなでおとした」と説明していることから、

福島氏は本丸のみ破壊したと考えられます。

　平成 14年（2002）に行われた発掘調査では、

本丸上段東面の斜面でこぶし大の石の集まり

が確認され、かつてこの場所に石垣があった

可能性が指摘されています。正保３年（1646）

頃に描かれた広島城の絵図（「安芸国城所絵

図」）では、本丸上段の東面と南面に石垣が描

かれていませんが、これは絵図が作成される

以前から石垣が無かったことを示していると

考えられます。　

正則は自らの居城である広島城、しかも城

の中心で最も重要な場所である、本丸の石垣

と櫓を破壊するよう命じています。

実は、この手紙、福島氏の改易が決定する

約１ヶ月前の、元和５年（1619）５月に差し

出されたものでした。

これより先の元和 4年（1618）、福島氏は

洪水で被害を受けた広島城を修理するため、

工事を行いましたが、その際正則は武家諸法

度で定められた幕府への事前の届け出を忘れ、

後になって幕府の重臣たちに報告しました。

これが翌５年（1619）４月に、将軍徳川秀忠

の知るところとなり、怒った秀忠は正則を処

分しようとしましたが、正則の謝罪や幕府重

  〈「福島家御書写」82〉



安芸国城所絵図
（国立公文書館内閣文庫蔵・写真提供）

明治維新後の広島城のコーナーが出来ました！

　近年、平和学習の一環として広島城

跡内の被爆遺跡・戦争関連遺跡等を訪

れる学校団体等が増加しました。それ

にともなって館内に広島城の原爆被害

や戦後の復興、戦前の広島城について

の展示を求める声が多く寄せられるよ

うになったことから、今回、広島城の

二層常設展示室に「明治維新後の広島

城」コーナーを設置しました。

したがって、正則によって破壊された部分

とは、本丸上段の東面と南面と考えられるわ

けです。今日の広島城跡本丸上段の北面の東

端で見られる、不規則に途切れた石垣は、し

ばらく東に続き、南に折れ曲がってさらに南

面まで続いていた、つまり本丸上段の周囲は

四面とも石垣が築かれていたと考えられます。

ところで、正則の手紙をよく読むと、本丸

の石垣のみならず櫓も破壊するよう伝えてい

ることに気が付きます。現状では、本丸上段

の北面・西面沿いに、櫓の土台となる櫓台や、

堤防のような形の石塁が見られ、正保絵図で

はこれらの上に櫓などが建てられていたこと

が確認できます。ということは、福島氏が破

壊した本丸の東面・南面にも、石塁と櫓があっ

たことが考えられます。むしろ、上段の周囲

をぐるりと取り巻くように石塁や櫓台が廻っ

ていたと考える方が、お城としてはふさわし

くはないでしょうか。

なお、本丸上段の西面については、現状で

はほぼ全面に石垣が残っていますが、ここも

福島氏による破壊と無関係ではないようです。

この問題については、あらためて考えてみた

いと思います。　　　　　　　　　　　（篠原）
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しろうや！

広 島 城

広島城の第三層にはたくさんの刀剣類が展

示されています。そこには、長いもの、短い

もの、刀身の片側だけに刃がついているも

の、両側に刃がついているものなど、いろん

な形のものがありますが、ここではそれは置

いておきます。

今回注目したいのは、形は同じなの

に飾り方が違うものがあるということ

です。よく見てください。〝

〟という同じ形なの

に、刃を下に向けて飾っているものと、刃を

上向きに飾っているものがあります。この違

いはどこから来るのでしょう？

展示してあるものの名前を見てみましょ

う。刃を下にしているものは「太
た ち

刀」、刃を

上にしているものは「刀
かたな

」となっていません

か？（ときどき例外もあります） 

太刀はおもに馬に乗って戦った時代に使わ

れたもので、刃を下向きして鞘
さや

に入れ、紐
ひも

で

帯
おび

に吊
つ

るします。一方、刀は太刀よりも新し

い時代、歩兵での戦が主流になってから主に

使われたもので、刃を上にして鞘に入れ、そ

展示室で見つけたよ⑦ 太
た ち

刀と刀
かたな

!?－

れを帯の間に差します。つまり、飾るとき

刃を下に向けるか、上に向けるかは、それ

ぞれ太刀・刀を身につけるときと同じ向き

にしてあるのです。

それから、太刀・刀の刃がついていない

部分に注目してください。そこは〝茎
なかご

〟と

いい、ふだんは〝柄
つか

〟（握るところ）に隠

れている部分です。茎には刀剣を作った刀

匠の名前や年代などが刻み込まれているこ

とがあります。これを〝銘
めい

〟といいます。

銘はその太刀や刀を腰に装着した際、体と

反対側＝外側に向く面に刻むという約束が

あります。刀や太刀は右手で抜きやすいよ

う体の左側につけますから、刀や太刀を飾

るときは、それらを左側を向いた人物が身

につけているかのように、茎を左に、切っ

先を右に向けて飾るのです。そうすると、

銘がこちら側から見えるというわけです。

刀剣類の展示を見るときは、その飾り方

にも注目してみると、おもしろいことがわ

かりますよ。（村上）
太刀 ( たち )

茎を左に、切っ先（刀の先端）を右、
刃を下に向けて飾っています。

刀 ( かたな )
茎を左に、切っ先（刀の先端）を右、
刃を上に向けて展示しています。
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